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日立商工会議所の動き5月5月
5月 8 日 正副会頭会議

5月 9 日 交通運輸業部会議員協議会

5月10日 無料法律相談

 日立地区デュアルシステムに係る 

 協定書調印式

5月12日 建設業部会会議

5月16日 経営安定セミナー

5月20日 ふるさと日立検定試験

 ものづくり探検少年団入団式・活動

 みゅーずｎｅｔ総会

5月22日 会員サービス委員会

　5月12日に建設業部会会議、22日に工業部会会議、24日に金融財務業部会会議がそれぞれ

行われ、下記のとおり副部会長が選任されました。この選任は、事業所の人事異動に伴うも

ので、任期は令和7年10月31日までとなっています。

5月22日 工業部会会議

 工業部会・日立市・（公財）日立地区  

 産業支援センターとの懇談会

5月23日 女性会総会

 商業部会議員協議会

5月24日 金融財務業部会会議

 常議員会

 日立市産業経済部と商業部会・

 観光環衛業部会合同懇談会

5月29日 会員サービス委員会主管健康経営 

 共済フォーラム

5月30日 専門相談

工業部会・建設業部会・金融財務業部会で副部会長を選任

商業振興活動支援事業

市内商業の活性化、商店街の活性化につながる事業を支援します。

 補助対象者
　日立市内の商店街振興組合、日立市内の事業組合、
日立市内の任意の商店街組織（商店会）、複数の商工
会議所会員事業所で構成された実行委員会等の組織
※組織の代表を含め構成員の半数以上が商工会議所会員
事業所であり、総会の実施、規約の設置等がされている
こと。

 補助対象事業
　商業及び商店街の活性化に貢献すると認められる
商業活動事業

 補助対象経費
　会議費、借料、消耗品費、通信運搬費、広報費、外注
費、雑役務費等
※資産の保全向上や飲食・賞品に該当するものは対象外
 補助率/補助限度額
　補助対象経費の総額の２/３以内（限度額30万円）
※商業部会議員協議会で内容、補助金額等を審査します。

　商業部会では、商店街を会場にその賑わいの創出
や活性化を図るために実施するイベント等の事業を支
援します。

　申請書、事業計画書、事業予算書等関係書類によ
り商工会議所（商業観光課）までお申し込みください。
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申込、問合せ
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5
月
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会
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会
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紹
介

新
入
会
員
紹
介

　５
月
24
日
、当
所
で
常
議
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。協
議
事

項
で
は
４
月
の
新
入
会
員（
別

記
）を
承
認
。次
に
、当
所
の
顧

問
委
嘱
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。こ
の
委
嘱
は
企
業
等
の

人
事
異
動
に
伴
う
も
の
で
、相

場
玲
宏
氏（
Ｊ
Ｘ
金
属
株
式
会

社

　執
行
役
員
日
立
事
業
所

長
）へ
の
委
嘱
を
承
認
し
ま
し

た
。続
い
て
、茨
城
県
商
工
会

議
所
連
合
会
政
策
委
員
会
へ

の
提
言
・
要
望
事
項（
別
記
）を

協
議
し
追
認
し
ま
し
た
。ま
た
、

日
立
市
へ
の
物
価
高
騰
等
の

影
響
を
受
け
る
市
内
中
小
事

業
者
等
の
事
業
継
続
支
援
要

望
と（
仮
称
）ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

日
立
滑
川
店
の
届
出
に
係
る

意
見
に
つ
い
て
協
議
し
承
認

さ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、当
所

の
珠
算
能
力
検
定
試
験
委
員

委
嘱
に
つ
い
て
協
議
し
承
認

し
ま
し
た
。

　報
告
事
項
で
は
、三
澤
観
光

委
員
長
か
ら
新
ふ
る
さ
と
日

立
検
定
、鈴
木
専
務
理
事
か
ら

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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ｋ
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ー
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ペ
ー
ジ
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作
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）
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５－
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５

マイナスイオンは､疲労やストレスの軽減を 
はじめ､リラックス､病気に対する抵抗力の 
増加に有効だとも言われています。 

茨城県日立市大沼町4-10-8 
☎0294-35-7573 

カトー写植 内 
健康生活提案企業 

代理店 
※KSB岸部毛織と検索して見て下さいね。 

名刺･はがき･その他印刷物全般 
★私が担当しています 

日立商工会議所 みゅーず net 会員 
加藤たき子 携帯 090-8728-3878 

人生100年時代！ 100才まで若く美しく｡いいと思いませんか？
冬はポカポカ､夏はサラサラ､ 
摩擦でマイナスイオンが発生します。 

★まずはお気軽に 加藤たき子 携帯 090-8728-3878まで､お電話くださいませ。 
 

着るだけ､寝るだけでいつもリラックス､ずっと安心｡ 
 

★お礼に､マイナスイオンのでる体験クロスをプレゼントします。 
加藤たき子 携帯 090-8728-3878 
 

（昭和 53 年設立） 
（昭和 14 年創業） 

■肌着･パジャマ･寝具･サポーター･靴下･マスク･おしゃれクロス･くつろぎ 

岸部毛織株式会社
株式会社R

令和5年度茨城県商工会議所連合会政策委員会への政策提言事項（別記）
１．茨城の発展と新しい飛躍を図るための提言
（1）県北地域の発展と成長

①地域のものづくり産業振興
　　2050年のカーボンニュートラルの実現に向
け、製造業を中心とした中小・小規模事業者が取
組める制度設計やイノベーションセンターを活
用したアドバイス制度の確立、生産性向上に資
するデジタル化推進に関する専門家による支援
体制の確立。

②幹線道路の整備促進
　　県北地域の市民生活と経済活動を支える国道
６号は、産業振興を図る基幹道路として極めて
重要な機能を果たしていることから、地域防災
機能強化、渋滞解消も含めた南北の広域幹線道
路の整備促進。

　　特に、国道６号バイパスⅡ期（国分町まで）工
事と県道61号日立笠間線（日立市山側道路と常

陸太田市はたそめ団地間）の早期着工を図られ
たい。
③県北地区の観光による地域振興
　　茨城県で進めている「茨城県北ロングトレイ
ル」は、観光振興と地域住民の健康増進に貢献す
るものであり、周辺地域の新たな観光資源の掘
り起こしによる、交流人口増加が期待されるこ
とから、サービス産業の起業とビジネスチャン
ス拡大を支援されたい。
　　さらに、日立アルプスと共有される個所にお
ける波及効果が得られるよう検討されたい。

２.中小・小規模事業者の持続可能な経営支援
に向けた提言
　　地域企業を支える、商工会議所等支援機関へ
の経営改善普及事業費、経営指導員等の人件費、
スキルアップに関する補助予算の確保。
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日立商工会議所の動き5月5月
5月 8 日 正副会頭会議

5月 9 日 交通運輸業部会議員協議会

5月10日 無料法律相談

 日立地区デュアルシステムに係る 

 協定書調印式

5月12日 建設業部会会議

5月16日 経営安定セミナー

5月20日 ふるさと日立検定試験

 ものづくり探検少年団入団式・活動

 みゅーずｎｅｔ総会

5月22日 会員サービス委員会

　5月12日に建設業部会会議、22日に工業部会会議、24日に金融財務業部会会議がそれぞれ

行われ、下記のとおり副部会長が選任されました。この選任は、事業所の人事異動に伴うも

ので、任期は令和7年10月31日までとなっています。

5月22日 工業部会会議

 工業部会・日立市・（公財）日立地区  

 産業支援センターとの懇談会

5月23日 女性会総会

 商業部会議員協議会

5月24日 金融財務業部会会議

 常議員会

 日立市産業経済部と商業部会・

 観光環衛業部会合同懇談会

5月29日 会員サービス委員会主管健康経営 

 共済フォーラム

5月30日 専門相談

工業部会・建設業部会・金融財務業部会で副部会長を選任

商業振興活動支援事業

市内商業の活性化、商店街の活性化につながる事業を支援します。

 補助対象者
　日立市内の商店街振興組合、日立市内の事業組合、
日立市内の任意の商店街組織（商店会）、複数の商工
会議所会員事業所で構成された実行委員会等の組織
※組織の代表を含め構成員の半数以上が商工会議所会員
事業所であり、総会の実施、規約の設置等がされている
こと。

 補助対象事業
　商業及び商店街の活性化に貢献すると認められる
商業活動事業

 補助対象経費
　会議費、借料、消耗品費、通信運搬費、広報費、外注
費、雑役務費等
※資産の保全向上や飲食・賞品に該当するものは対象外
 補助率/補助限度額
　補助対象経費の総額の２/３以内（限度額30万円）
※商業部会議員協議会で内容、補助金額等を審査します。

　商業部会では、商店街を会場にその賑わいの創出
や活性化を図るために実施するイベント等の事業を支
援します。

　申請書、事業計画書、事業予算書等関係書類によ
り商工会議所（商業観光課）までお申し込みください。
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申込、問合せ
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表紙１P の答えは……ふるさと日立検定  問題に挑戦！

でした！ いかがでしたか？

（ふるさと日立検定公式テキストブック改訂版より）

P35 自然㉕　日立の地形の成り立ち　山と大地

P36 自然㉖　日立の地形の成り立ち　川

P264 観光㉙　日立市えとせとら

答 『八 溝 山』
解説

　山地中心部に源流を持つ代表的な川は、東麓では北から、十王川・東連津川・宮田
川・鮎川。西麓では、竪破川・下幡川・入四間川、茂宮川です。
 日立市の南端を流れる久慈川は八溝山地を源流とし、日立市内では沖積平野の中を
流れています。今月の表紙写真の茂宮かぼちゃは、この沖積平野で育てられます。
 久慈川と茂宮川に挟まれた茂宮地区は、河川によって運搬された堆積物によって、肥
沃な沖積平野となっていて、この土地で育てられた茂宮かぼちゃは、独特の甘みと栗
のようにほくほくとした食感があり、人気を博しています。６月末から７月、ちょうど今の時
期にだけ食べられる、日立市地域ブランド認定品です。
　栽培農家で組織する、茂宮特産物研究会は、茂宮地区の栄養分豊富な沖積土壌を
充分に活かす品種と栽培方法を研究して育て上げてきました。品種は錦芳香、有機質
肥料や減農薬を取り入れ、受粉はミツバチ交配による自然栽培。畑で完熟させ、栄養も
旨味もたっぷりと蓄えた採れたてを出荷して
いるので、長期保存はできません。贈答用の
最上級品は数量限定の要予約品ですぐに完
売となってしまう人気です。今年、生産拡大の
ため、生産者から直接栽培方法を学ぶ『茂宮
かぼちゃ塾』も開講しました。

 定価（税込）1,000円
 ［購入できる場所］
 ・日立商工会議所
 ・ぷらっと日立（日立駅）
 ・郷土博物館

『ふるさと日立検定
 公式テキストブック改訂版』
 好評発売中です！

⑤　第1690号　（毎月20日発行） 令和5年6月20日

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会 

第
42
回
通
常
総
会
を
開
催

会
長
に
名
倉 

敏
子
氏
が
再
任

　わたしたち、商工会議所女性会は、リーダー
として、凛と信をもって連帯し、平和で豊かな
社会を築きましょう。
一．リーダーとは高い志をもって、自己の変革・
向上を目指すことです。

一．凛とは情熱・勇気をもって行動し、社業の発
展に努め、地域社会に貢献することです。

一．信とは、礼節・勤勉を尊び、美しい自然や良
き伝統・文化を愛し、次の世代に継承するこ
とです。

一．連帯とは、女性経営者の友情と信頼の輪を
内外に広げることです。

商工会議所女性会活動指針

4 月26日　「令和4年度日立市事業者支援制度」
 説明会
6 月24日　視察・交流会＜笠間方面＞
7 月27日　納涼会
8 月23日、30日　歴代会長と正副会長との懇談会
11月 9 日　女性経営者交流シンポジウム
11月18日　ワクワクまんだら・MYマンダラチャート作成
1 月20日　新年会
2 月17日　体を動かすストレッチ体操
3 月10日　認知症サポーター養成講座
3 月22日　一人一品持寄り運動　第18回商品寄贈

令和4年度の主な活動

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会  

第
46
回
通
常
総
会

会
長
に
皆
川 

摩
澄
氏
を
再
任

皆

川

会

長

挨

拶

皆川会長挨拶 秋山会頭挨拶

　５
月
23
日（
火
）、日
立
商
工
会
議

所
女
性
会
第
46
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。当
日
は
、感
染
対
策
を
と

っ
て
来
賓
を
お
招
き
し
、
23
名
の
会

員
が
出
席
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。議
題
の
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
及
び
、令
和
５
年
度
事
業

計
画（
案
）、収
支
予
算（
案
）に
つ
い

て
は
、原
案
通
り
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、役
員
改
選
が
行
わ
れ
、前
年

度
に
引
き
続
き
皆
川
摩
澄
氏（
社
会

保
険
労
務
士
法
人
葵
経
営
）が
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。新
し
い
役
員

の
任
期
は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
で
す
。

　会
長
と
し
て
２
期
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
ま
し
て
、ま
た
新
役
員
を
代

表
し
て
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

　昨
年
は『
楽
し
く
、明
る
い
笑
顔
が

花
咲
く
女
性
会
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

か
か
げ
１
年
間
活
動
を
し
て
参
り
ま

し
た
。

　世
の
中
も
コ
ロ
ナ
前
の
活
動
に
少

し
ず
つ
近
づ
き
、お
蔭
様
で
計
画
し

た
事
業
は
中
止
に
な
る
こ
と
な
く
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ

も
一
重
に
会
員
皆
様
の
ご
協
力
あ
っ

て
の
こ
と
と
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

　女
性
会
活
動
の
魅
力
は
、親
会
の

庇
護
の
下
、安
心
し
て
事
業
の
計
画
、

運
営
が
出
来
る
こ
と
。幅
広
い
世
代

間
で
の
異
業
種
交
流
を
通
し
て
、仕

事
や
友
人
関
係
と
は
違
っ
た
学
び
や

楽
し
い
時
間
を
共
有
出
来
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
活
動
を
通
し

て
こ
の
会
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
も
大
事
な
役
割
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　今
年
度
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
は『
楽
し

く
、明
る
い
笑
顔
が
花
咲
く
女
性
会

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
』！！

　皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
魅

力
あ
る
事
業
を
企
画
・
実
施
し
て
参

り
ま
す
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

役
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。



⑤　第1690号　（毎月20日発行） 令和5年6月20日

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会 

第
42
回
通
常
総
会
を
開
催

会
長
に
名
倉 

敏
子
氏
が
再
任

　わたしたち、商工会議所女性会は、リーダー
として、凛と信をもって連帯し、平和で豊かな
社会を築きましょう。
一．リーダーとは高い志をもって、自己の変革・
向上を目指すことです。

一．凛とは情熱・勇気をもって行動し、社業の発
展に努め、地域社会に貢献することです。

一．信とは、礼節・勤勉を尊び、美しい自然や良
き伝統・文化を愛し、次の世代に継承するこ
とです。

一．連帯とは、女性経営者の友情と信頼の輪を
内外に広げることです。

商工会議所女性会活動指針

4 月26日　「令和4年度日立市事業者支援制度」
 説明会
6 月24日　視察・交流会＜笠間方面＞
7 月27日　納涼会
8 月23日、30日　歴代会長と正副会長との懇談会
11月 9 日　女性経営者交流シンポジウム
11月18日　ワクワクまんだら・MYマンダラチャート作成
1 月20日　新年会
2 月17日　体を動かすストレッチ体操
3 月10日　認知症サポーター養成講座
3 月22日　一人一品持寄り運動　第18回商品寄贈

令和4年度の主な活動

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会  

第
46
回
通
常
総
会

会
長
に
皆
川 

摩
澄
氏
を
再
任

皆

川

会

長

挨

拶

皆川会長挨拶 秋山会頭挨拶

　５
月
23
日（
火
）、日
立
商
工
会
議

所
女
性
会
第
46
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。当
日
は
、感
染
対
策
を
と

っ
て
来
賓
を
お
招
き
し
、
23
名
の
会

員
が
出
席
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。議
題
の
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
及
び
、令
和
５
年
度
事
業

計
画（
案
）、収
支
予
算（
案
）に
つ
い

て
は
、原
案
通
り
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、役
員
改
選
が
行
わ
れ
、前
年

度
に
引
き
続
き
皆
川
摩
澄
氏（
社
会

保
険
労
務
士
法
人
葵
経
営
）が
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。新
し
い
役
員

の
任
期
は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
で
す
。

　会
長
と
し
て
２
期
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
ま
し
て
、ま
た
新
役
員
を
代

表
し
て
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

　昨
年
は『
楽
し
く
、明
る
い
笑
顔
が

花
咲
く
女
性
会
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

か
か
げ
１
年
間
活
動
を
し
て
参
り
ま

し
た
。

　世
の
中
も
コ
ロ
ナ
前
の
活
動
に
少

し
ず
つ
近
づ
き
、お
蔭
様
で
計
画
し

た
事
業
は
中
止
に
な
る
こ
と
な
く
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ

も
一
重
に
会
員
皆
様
の
ご
協
力
あ
っ

て
の
こ
と
と
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

　女
性
会
活
動
の
魅
力
は
、親
会
の

庇
護
の
下
、安
心
し
て
事
業
の
計
画
、

運
営
が
出
来
る
こ
と
。幅
広
い
世
代

間
で
の
異
業
種
交
流
を
通
し
て
、仕

事
や
友
人
関
係
と
は
違
っ
た
学
び
や

楽
し
い
時
間
を
共
有
出
来
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
活
動
を
通
し

て
こ
の
会
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
も
大
事
な
役
割
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　今
年
度
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
は『
楽
し

く
、明
る
い
笑
顔
が
花
咲
く
女
性
会

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
』！！

　皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
魅

力
あ
る
事
業
を
企
画
・
実
施
し
て
参

り
ま
す
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

役
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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　独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推

進
機
構（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）で
は
、経
済

産
業
省
の
告
示
に
基
づ
き
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に

よ
る
被
害
の
状
況
把
握
や
対
策

検
討
を
目
的
と
し
て
、コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
・
不
正
ア
ク

セ
ス
に
関
す
る
届
け
出
を
受
け

付
け
て
い
る
。２
０
２
２
年
下

半
期（
７
〜
12
月
）に
届
け
出
の

あ
っ
た
被
害
に
つ
い
て
全
体
を

通
し
て
見
る
と
、こ
れ
ま
で
と

同
様
に
、一
般
的
に
よ
く
知
ら

れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
実

施
し
て
い
れ
ば
、被
害
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
も

の
が
多
か
っ
た
。

今
回
は
届
け
出
の
中
か
ら
特
徴

的
な
被
害
事
例
を
二
つ
紹
介
す

る
。

【
事
例
①
】Ｖ
Ｐ
Ｎ
装
置
の
脆
弱

性
を
悪
用
し
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃

　届
け
出
企
業
の
複
数
台
の
サ

ー
バ
ー
と
パ
ソ
コ
ン
上
の
フ
ァ

イ
ル
が
暗
号
化
さ
れ
、脅
迫
文

と
み
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ

ル
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
従

業
員
が
気
付
い
た
。脅
迫
文
や

暗
号
化
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
拡

張
子
な
ど
か
ら
、Ｃ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

（
ク
リ
ン
グ
）と
呼
ば
れ
る
ラ
ン

サ
ム
ウ
エ
ア
の
攻
撃
を
受
け
た

も
の
と
推
定
し
て
い
る
。原
因

に
つ
い
て
は
、不
審
な
Ｖ
Ｐ
Ｎ

（
仮
想
専
用
線
）接
続
ロ
グ
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、Ｖ
Ｐ
Ｎ

装
置
の
脆
弱（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）性

を
悪
用
し
て
社
内
に
侵
入
さ
れ

た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。発

覚
後
、フ
ァ
イ
ル
が
暗
号
化
さ

れ
た
機
器
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
切
断
し
た
上
で
、全
て
の
機

器
に
対
し
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ

フ
ト
で
の
フ
ル
ス
キ
ャ
ン
を
実

施
し
た
。被
害
を
受
け
た
サ
ー

バ
ー
は
、約
２
週
間
前
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
を
基
に
復
旧

作
業
を
行
っ
た
。再
発
防
止
策

と
し
て
、従
来
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ソ
フ
ト
に
加
え
、不
審
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
動
作
を
検
知
し
、

抑
止
す
る
機
能
を
持
つ
別
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
を
導
入
し

た
。さ
ら
に
、資
産
管
理
ソ
フ
ト

の
導
入
に
よ
り
、管
理
者
に
よ

る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用

制
限
を
行
う
仕
組
み
と
し
た
。

【
事
例
②
】初
動
対
応
後
に
再
度

の
攻
撃
と
複
数
の
影
響
が
発
生

し
た
被
害
届
け
出
企
業
が
運
用

す
る
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
不
審
な
ペ
ー

ジ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
の
提
供
会

社
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。調
査

の
結
果
、サ
ー
バ
ー
内
に
複
数

の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
、フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
に
入
力
さ
れ

た
認
証
情
報
を
外
部
に
メ
ー
ル

送
信
し
よ
う
と
し
た
痕
跡
も
確

認
さ
れ
た
。し
か
し
、メ
ー
ル
は

導
入
し
て
い
た
誤
送
信
防
止
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、外
部
へ
の
送

信
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。そ
の

後
、届
け
出
企
業
が
復
旧
作
業

を
進
め
る
中
で
、サ
ー
バ
ー
が

動
作
不
能
な
状
態
と
な
っ
た
た

め
、再
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

サ
ー
バ
ー
上
の
シ
ス
テ
ム
領
域

も
含
め
た
フ
ァ
イ
ル
の
消
去
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

原
因
は
、脆
弱
な
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
（
Ｍ
ｏ
ｖ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
＝
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理

シ
ス
テ
ム
）を
使
用
し
て
い
た

た
め
、そ
の
脆
弱
性
を
悪
用
し

た
攻
撃
を
受
け
た
も
の
と
推
測

し
て
い
る
。対
応
と
し
て
、当
初
、

脆
弱
性
の
存
在
に
気
付
か
ず
、

不
正
に
作
成
さ
れ
た
サ
イ
ト
を

削
除
す
る
な
ど
の
措
置
で
あ
っ

た
た
め
、再
び
不
正
ア
ク
セ
ス

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
停
止
し
、社
外

か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
ー
バ
ー
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
遮
断
し
た
。再
発
防

止
策
と
し
て
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
閉
鎖
し
、不
正
ア
ク
セ
ス
の

原
因
に
対
す
る
対
策
を
実
施
し

た
上
で
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
強

　商工会議所では会員の為の『情報漏
洩賠償責任保険制度～サイバーリスク
補償型』もご用意しています。
お問い合わせは、

化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
へ
と
移
行

し
た
。

　事
例
の
詳
細
や
、そ
の
他
の

被
害
事
例
に
つ
い
て
は
、Ｉ
Ｐ

Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
報
告
書

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認

し
て
ほ
し
い
。同
様
被
害
の
早

期
発
見
や
未
然
防
止
と
い
っ
た

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
取
り
組
み

の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理

　
　
　

 

推
進
機
構
・
江
島
将
和
）

コンピュータウイルス・
不正アクセスに関する
届出について

会員サービス並びに工業課まで

中小企業の
セキュリティ対策

不正アクセス
被害状況公開
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自治金融 振興金融 マル経制度

利率 0.98％⇒1.02％ 1.08％⇒1.12％ 1.12％⇒1.09％

利子補給 当初３年間の利息が実質無利子になります
限度額 １０００万 ２０００万 ２０００万
返済期間 運転・設備　７年 運転 7年・設備 10年

6月1日から金利が変更になりました
今月の融資制度利率（令和５年６月１日）

経 営 安 定 特 別 相 談 室
　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を
打つ」ことが重要なポイントです。受注・販売不振、手形
の決済などで事業経営の先行きに不安が生じたらでき

るだけお早めに『経営安定
特別相談室』にご相談くだ
さい。相談室では商工調停
士等の専門家が相談に応
じます。

相 談 の 手 順

相談申込（資料の提出をお願いしています）

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融あっせん

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

\ お知らせ /

　日本商工会議所では、消費税インボイス制度の

令和5年度 税制改正（負担軽減措置）を盛り込んだ

事業者向け小冊子について、更に内容の充実を図

った［第3版］を作成しました。今月号に同封いたしましたので、準備が済んで

いる方もそうでない方も、是非ご覧ください。導入にあたって免税事業者・課税

事業者等それぞれの立場で対応が異なりますが、タグが付いていて必要な部

分をチェックできます。巻末の『インボイス制度　理解度チェックリスト』を活用

して、今一度ご確認を！

今月号に同封しています！！

『中小企業・小規模事業者のための
 インボイス制度対策【第３版】』

２０２３年１０月１日から適格請求書等保存方式
（インボイス制度）がスタート
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